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資本主義ロシヤにおける労働甫場

叉議雄

まえがき

，ロシヤ労{識者状懇史研究の一環として，労鶴市場の状態の変化

てど，革命前の担ジヤについて返続しようとするものである。労禰力の商品化

こそが資本主義のもっとも本質的内容をなすとすれば，口ジヤに労鶴市場が

あったということと，ロジヤに資主義社会があったということとは，

であるともL、えるが，ここでは労織市場をもっと狭い意味にとる。すなわ

ち，ここでは，労i効力商品の交換過説，ないし流通過程に間有な鵠搭溜をあ

っかう。労働力の線絡がどのよう されているかの椅題は， JJIj務「資本

口シヤにおける があるのでヲここでは部分的にしか設かわない。

労動力の も抜かわなし、。盟有な労働市場の隠

題として残るのは，労働力商品化の条件であるいわゆる

，労働力の流動，麗鵠形態，毒事ーである。

ところで， ロシヤにおける労働跨惑に欝連する研究は，

自治」の

ソ

ヴィエト.r.tシヤにおいて，主として次の三つの観点からなされているよう

に思われる。すなわち，第1は労識者鰭級の形成史怜0抑制O阪湾問 pa60可e-

ro KJlaCCa) であり，第之は労揚翁階毅の状態 伊O，7]O)!<eHHe pa6o'lero 

KJlaCca)であり，第3は労機運懲 (持6o<me J(BH)Kε日目的 である。第3は

さておき第1と第2についてみるならば i形成jということと「状議Jと

いうこととをどのように概念的に誌崩しかっ関連させて考えるか，といった

方法的問揺が必ずしも充分に反省され自覚されているとは患われない。 r形
成jについてみれば，しばしばその舟容は，没界最初の社会主義挙命きとなし

とげたロシヤの労偶者措絞の中核たる儲常的労働者鮮がどのよう
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してきたかを追跡するに止まることが多く，また「状態jについてみれ

ば，しばしばその内線誌，主として1890年代の資料民よって，

前のロシヤの労識者階級の物質的生活条件がいかに繁人間的なものであった

るべく， るによとtどることが多いのである。

われわれは口ジヤ したい之考えてい

る。そのために辻， [""形成Jを労務i索状態史の一環にくみこみ，かっ， r状
態jを鐙史的な変化の退程として把えなくてはならなし、。ソピニL ト

の研究においてやや分離されている「形成」と f状態Jを結ぴつけ，ソピエ

トの術:究の成果をど一層有効にわれわれの研究lc利用するためには，

るのが一定の効果をもつであろう

1節悶民的労働市場の繭芽

担シヤの農奴制度は17世記に完成をみるとされているが，一方，商品流通

の発展は同じく 17世紀にほぼ圏内市場の統一の条件を形づくったとされてい

る。差是奴制度それ串体vi，労働力商品化を誹議するものであるが，荷品流頚
の発展;それにともなう商品生霊震の展開とともに，労{効力の商品として

買が農奴制度の各処の破れ目より発生してくる。滞浪人，無翁人，罪人，

，没落した手工業者，退役兵士， [""兵士の子供」など，農奴鎖援をの中

くみこみえなし 労{動力売寂という関係の発生源の一つで

たことが pジヤについても指摘されている。めとはいえ，このような

もってしでは，労働力売買は決レて大量的現象となりえないし，

したがゆて市場としては成立しにくい。また，統一的爵異的労1懇i市場の璃努

をたどるためには，購入された労働力

としてあた支におかなくてはなるまL、その点な考患に入れるならば歩注吾

らぬものとして第 1に， 関布地農民および地主領貢組農民の出議

ぎ，第2iじ撞々の方式でマニニ品ブアグラト品アに農般的に緊縛された隷露労

働者の労働が浮び上がってくる。

~ 、てみると，商品流通の発畏とともに，とくに土地の少ない



ジヤにおける労働市場荒又 99 

地味のやせた てより

うつろうとする志向を示し， らより多くの賞租を取上げるため

よる農業外鷺業を饗感ずる した。 中で，

一定の~皆層丹花ヵミ主主れ，食設は農梁経営さど捨てて「てまか必ぎj をもとめ，

出稼ぎをはじめる。 1778年のヤ Pスラヴリ燥では男子の20%が， 1799年のモ

スクワ長では男子の10%が出稼人として旅券をうけていた。 2)絞ら

が他地方に出て工場主その他の経主と忠由な契約マピ結び労鱗力を読売するな

らば，そのかぎりにおいて，こ しているといえる。し

かも， とともに，出稼農民の行動半謹が拡大してゆけばゆく

ほど‘それは国民的労働市場に接近するぞあろう。 r農奴が他地方に出て工

る場合には s 殆んど告白労1勤務とかわらぬ様な気分になり

えたのであるj0 めとはいえ，出稼農民は，自oo)出身の村落との欝係にお

いて，および自己の領主との関係においてはあくまでも

丈ニ。彼らは多かれ少なかれ土地所ヰ王者に隷属しており，土地に緊縛怒れてい

る。彼らが部落をはなれて他の土地へ働きにゆく場令には，連帯責任によっ

て秘穏や資産内を負担している家旗および共同体の同室、を得，その上で領主の

うけなくてはならなし、出稼家が許可された場合にも，旅券税緊が彼

を村に結びつけていた。 彼は部轄の成長たる資格な失なまつないから，いつで

も土地の鶴りあてなうけて農民にもどることができた。めしたがって，農絞

っくり出す労鶴市場は，非常に揺約てどうけたものであり，その発展

?こはあらかじめ諮濃の付されたものであったといえる。そのいみでう

るとはいっても，やはり幾奴制度のわれ目じ咲いた花であった。

出稼tf先ぺむの状態をさして， 1自由労働者Jと区別した「自由

雇鱗労働者Jという務があてられてレる。

自由翠鋳労働衰のっくり出す労機市場は， 怒れてい

たのみな よって内容的にも かった。非常

じしばしば，労{勤者本人の契約ではなく，領ヨミの契約により

天むされた土"ご送り出されたりラあるいは，説の語絵を整壊するために鵠投
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場に半強制的に命じられたりする場合があった。さらに，領主は，雇傭契約

期間の終らぬうちに農民を出稼地より召還することがあづた。 5)こうしたこ

とが，一定の限度をこえたときには，自由雇傭労働者をカーパラにかえる。

労働市場は，農奴骨~Jに浸潤されて農奴労働力ないし債務奴隷労働力の市場に

変質する。さらに，前借金その他が一定の量をこえると，労働力は雇主に緊

縛され，労働市場は形式的なものにかわり，労働力の販売者は自由を完全に

失なって隷属労働者に変質することもおこる。

次に，農奴的隷属労働者についてみよう。これは，単純協業あるいはマニ

ュフアグチュアを資本主義的にではなく農奴制的に組織することによって生

れた，ロシヤに特徴的な農奴告uマニュフアクチュアに働く労働者のことであ

る。マニュフアグチュア内における労働がここでは賦役労働の一種として遂

行される。そのいみで最も典型的なものは，一週のうち一定日数を「工場」

で働き，のこりを野良で働くブラート・ナ・ブラータの制度であろう O ここ

では，農奴制マニュフアクチュアの発生発展の必然性，農奴制マニュフアク

チュアの種類などを論ずることは必要なし、。当面の問題に関連して次のこと

が指摘されればたりる。すなわち，農奴隷属労働者は，生産力の面より観察

するならば，資本主義的マニュファクチュアに働く労働者との共通性を多く

もつものであるけれども，生産関係の面より観察するならば，これは決して

労働力の販売者ではなく，したがって賃金労働者とは異質のものであるとい

う点め が第ーである。農奴的隷属労働者，工場緊縛労働者の存在は，それ

自体で労働市場の存在を示すものでは決してないのである。

しかしながら一方，マニュファクチュアという生産力水準の上では，基幹

労働者部分は次第に農業と分離してこざるを得なL、。もっぱら「工場」で働

く職工 (MaCTepOBbI詰)層が形成されてくる。彼らが，食糧その他の生活用

品を現物で労働量との関連もなしに与えられることにより飼育されるなら

ば，これは奴隷への逆行で、あるけれども，一定の生産力水準の上では，能率

のよいものへのプレミヤムの発生，必要生活手段の支給の一部または全部の

貨幣形態への移行がおこる。これは，強制労働の内部に，労働市場の個々の
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らわれてきていること ものであろう。これが第1の

点である。これらの要潔の成長は， r工場」への緊練という基礎条件そのも
のをゆるがすにいたるであろう。

iEた，基幹毅こにの分離とともに，補助労{勤務分は，近道議員の臨時的に持

なうものとなり， qj皮らは， (ceJlbCI<封負 pa60TH沼I<) となる。彼ら

の労舗もまた拭役としてはじまるけれども F マニュブァグチ品 7全体として

の総値関係をとおしての逮動形態がつよまるなかで，わずかながらも貨幣に

よる対{阪の支払が生れ，

う。

L，労磯子行場の菊芽を形づくるにいたるであろ2

さて，上述したように，自由翠鋳労i勤者のっくり出す市場が，直tうに会き

意味で労働市場といえぬところがあり，また，隷属的労働者の労働のやにも少

労鶴市場への鴻芽的要潔があるとはし、え，全体的に懇括的にみた場合には，

労機市壌の発展の指磯として，告白雇鎮労1勤者と幾ま又的援織労働者と

とり上げることは， 込つであろう o 第 l

るよう~:こ， 19世紀前半ともなれば，製造工業に従事ずる労勤務数の中で， S

由震縮労{働者の占める割合が急速に増大しつつある。この統計には鉱業が入

っていないし，その鉱業では強制労働をなす隷属労額殺の割，合が多かったと

いうこともあるが，際特に，この統計には，非合法の農民的吋ニ品ブァグチ

r ュアラないし農民の小営業の中に罷龍'd，;れる労観者〈もあろん自治労識者〉

も入っていなL、。したがって，全棒のi際向を知るいみ

あろうの

第1表 総緩労働者と自

年 汐ミ 全労働

1769 '15，700 

1804 95，200 

1820 179，600 

1825 210，600 

1860 565，000 

小林~正 )1' 93主要ょっ

しうるもので

39 fi 

47 Ji 

58% 

5496 

87タd
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この傾向がなぜおこったかは， ともなう多高人マニュブ

ァタチュプ，官営マニ品ブァクチ品ア，地主吋ニュブァクチュブそれぞれの

栄枯盛衰をもって説明されている。すなわち，官営γ ニュブァグチュプ

主マニ品ブァグデ品アには宗家鴎農民が多く科用されていた。

どは，官営および地主マニニ品ブァクチュプの支配下にあった。し

かし，当時め最新の生蹴カを代表する綿工業については，強制労働会もって

る官営および士tl!支吋ニュファグチュアは，自由履i鴎労檎ミきをもってす

人マニ品ブァクチ品プ宅ど圧揺することができなかった。すなわち，強策j労儲

~こ付される隷属労様者の労働意欲は挺く，新らしい生産力をめぐる競争で告

白惑鰻労j勤者の労畿にくらべて経営立さにとって不利で、あった，とするのであ

~o 

以上のよう もとずく吋ぷヰファグチュア

と隷属労働衰の鵠の盤的比率の変滋をみあび

く主擦な要国であったことはおそらく正しいのであろう O しかし，その後に

も多この変動なみちびく投答jをはたした労融市場固有の繋舗もあったと思わ

れる。さらには，上述したように，世ジヤにおける労鋤市場の鵡努の成長

は，決して語由護鋳労働者と議実態労働者との量的比率の変動のみで担えっく

されるものではなL、われわれは以下に，さらに立ち入つ

り，農民改革前の時期の労鎗市場の状態と，そ

てみよう。

藤芽期の労働市場が主と

と

千
九

!ν

e

;

 

出議ぎによって成本していたとする

と，そのことはすなわち，労働力の地域的流動の範躍が当初よりかなりひろ

かったとし、うことないみする。 1814年のモスクワにあった労識者の大部

は，家該を畏村においた出稼ぎであったし 7)南部の草原士tl!ガや集約的鴻菜

で、農業労機殺を使用したのも，その地方で換奴が足りずに地地方から労

る必要があったからのことであった。 8)未発達でしかも地域的

しめる市場には必ず潟人資本的な要素が発生する。 18t注意号から19

世紀前半にかけてのウラノレの私有工場をめぐる労働市議の係でみると，



市場において労働力

ったとされる。

三ノヤにおける労働市湯 荒又

と購読者を媒介する形式として

1 ，郷役場を介

103 

~，第

2， 文書公示によって農村ですでに喰いつめているものを募集する， 鋭 3

に，特棋の代理人，あるL

のために必裂な貨幣をあらかじめ貸しあたえ，そのよで工場にきi卒する。 9)

しでわかることは， しえないでいること，

募集人一郷役場の線を利用し している

ここと る。 の側から積磁器に労働市場を開拓しようとす

も，そこにはJJIJC'コ両人資本的独占の陣察がひかえていた。たとえば， 1840年

の内務省報告によると，ヌ?デッサヘ?でiか完全に2カ月以上の期間

にくるものが毎年16，000人いたとあるが，一方，オデッサの労働市場の中で

主要なものであった港湾労繍市場は，論負人間仲介人たちによっ

点されてL、7こo 10) 土工・曳語人夫たちは，しばしばアノレテリという闘主的

っくり歩アノレテザ全体として請負人と契約を結ぶことも多かったとさ

れるom しかしそれは，自主的な労働市場組織となるよりは，アノレテザの

長老と議負人・募集人との結合lf::'ょっ七，あるいは職長との結合によって，

労働市場の商人的独占総織の一環となっていったのが主方向であったようで

ある。

労働力の駿究者たらによる，市場メカニズムセ還しての抵抗は，

あvったが，なか.ったわけではなし、。その力関係は，以下の鉄道議設のための

労働力ためぐる事件の中に若干うかがうことがでざるの改率直前の時期のオミ

/レガド に，ヴ、オ口グダラトヴェーリ， ;えそ…レンスグで

2，000人の土ごにが募議された。労鱒者たおはニジェニ・ノヴゴロドの釈から

ツアリーツインまで，食事:も瀦足でない状態で愛車につめられてはこ

そこから現場にむかつた。現場の状態もひどく， 2，000人のうちら00

亡し300人が逃亡したο不足した労i動力を繍充するためむ再募集しようとし

たが，うとの 3 た労i勤務のうわさがたち， ザフ

た。こんどはザヤザγ，タンポプラヴオロネジュの 3県から 2，500人が募集
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され，現場におくられた。そのうちし000人が4JJ9!3から 9月間臼までの'

した。彼らは，現場につれもどされるくらいなら謹議場の方が家

しだといった。 12) これらの事実は，建設現場の労機者状懇のひどさ

ものであることはお論で、あるが， [奇特に，労働者が逃亡し，努募集にじな

いとLもう点に，労{動力の緩究者としての自己訪織があらわれていることもみ

てとらなくてはなる亥し、。

労働市場をめぐる，労働力の販売者たちと購翼者たちとの主主やは，こうし

た労{敷市場の萌芽的発喪携にあっては，単に労f動力の錨務に簡単に

るものでーはなく，むしろ，労観i市場そのものを全に展開させるか，あるい

は労鶴市場合解講して絞究者と購質表の欝係を農奴制的身分支髭に逆行させ

ようとするか，の斗いであったとみられる。それをウラルの二つ

いてみよう。第いふ 1801年9月，ベルミ県にあるブラパエフスキ

労機殺のi際'1育のゆにみられる。労働者たらは 5年の契約でヱ援に入ったの

に， 13年簡も放してもらえないと訴えている。なぜそんなことになったの、

か。室長度の低資金のため鋳金が増大しつづけるからである。労勤者は将来の

り，税きど支払い家族のために食揮をかいこむ。とこ

ろがあまりの仮設金のために決して帯金は返済できなし、

労{致カきど確保すQD13) 自治麗縞労{勤務は五三奴化されてし、く。第 2 は1810~

20年代のヴヤトカ県，ホノレニツキー工場の例である。ここでも自

とわれた国有地殻毘たちは，負佼がつみかさなって次第に不科な状態になっ

てきた。 後らは，その;ζ場で鱒いてますます譜金を大ぢくすることを希望せ

ず， f自の土地で岳分の労働力キどもっと有利に競売し，

ベく りはじめた。工場支は大いに憤慨したが，告分のところの

出稼ぎにゆくのをとめる法的権科合もたなかった。こ

し充分協力しなかった。この工場主に対する労働者のゑ

45，459ループリ， 1817年79，280ノレーブリであったが， 1823年

にはし151ループリに縮少していた。これは，工場主が昌己のもと

をとめおかんがための譲歩であった。時 以上のニi倒は，ともに労働市場。〉
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発展方向をめぐる二つの力の抗争を示すと同時に，前者は労働市場を後退さ

せる力の強かった場合を，後者は労働市場を発展させようとする力のつよか

った場合を示す。

上の第2例における工場主の苦情と関連して，元老院は1825年 8月，国有地

農民の「工場J労働への雇用に関する規則をつくった。それは1831年7月4

日，35条よりなる最終案となった。大蔵省で調整された最終案の名称は「ヴヤ

トカ県の私有鉱業所に対する固有地農民の雇傭および秩序のための規則案」

である。この規則案は，大蔵省の省議では是認されたが，大蔵大臣カングリ

ンの認めるところとならず，結局法的効力をもたなかったとはいえ，当時の

社会的諸力を反映している点に興味がある。規則案によると，工場事務所

は，農民の個々人と，あるいは個々のアルテリと契約し，紋章入の用紙に

記載して公文書化する義務があった。契約は，農村ミ-}レ共同体全体となす

こともできた。農民は旅券の期隈内で、あれば貯きな期間について雇用される

権利をもった。 I工場」から30ヴェノレスタ以内のものは，郷役所の出す証明

書だけで旅券なしに麗傭されることができた。前貸金はその人間の年俸を上

まわってはならないとされた。雇傭がきまると，旅券その他の証明書は工場

事務所にあつめられ，期限のくるまで返却されなし、。契約期間のおわるまで

は労働者は他地方へ移働で、きず，郷役所も労働者を石還しえなし、。例外は，

労働者に徴兵の順番がまわってきたときと，刑法上の責を負ったときのみで

あるとされた。郷役場は，雇われた農民が「工場Jifこ出向し，かつ義務づけ

られたことを遂行するよう保障せねばならなかった。もし契約した農民が義

務をはたきぬときは，工場長はゼムストヴォ裁判所をつうじて要求し，本人

が病気，死亡，その他で義務を履行できぬときには，運怠なく成人した息子

あるいはその他の同一家族内のものが出向することとあった。間 以上の内

容をみると，農民の労働に対する農奴制的制約が，たとえば家族による連帯

保障にみられるように，つよくみうけられるとはし、ぇ，全体として，工場に

おける自由雇傭農民の農奴化への傾向に対する一定の制限をよみとることが

できる。それはすなわち，労働市場の保護とし、う結果にもなる。農奴制社会
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る矛j知丸…つに

してあらわれるが，ここでも，

と私的工場まとの一定の

に対する機利君主めぐる争いと

る国有地農民主どめぐる政j育

売さようとする

るがプラスに作用しているの とることヵ:でi

きる。

に対し， ~Iæ緩傭労fll義者に対する農奴主的擦がiを制限する諸制

度は， JfiJ法のゆにもみられる。法によれば，強鵠労揚者をやとう

とはことなり， iヨ る もたなかった。

よって警察につき出された労i勤者を，関2援が代りに処翻した。そのような例

会~， 1848年のモスクワ燥では1，686件〔労{給者人数で〉合数えた。もちろ

ん， もその議科は委任'dれていたのであって，たとえ

ば， 1845年期法によれば，

はなぐってもよかった。 16)

さて，この時摺の労翰市場に関するもっとも

とそこに撒鵠されて議く

つ。こ

あみむちで5密まで

， 1835年の

るj法令であろ

，緩鰭契約

諮問のおわる前に企業を立ち去る権利をもたなし、。労働者は地方炎官の許可

なしに働きにi込ることはできなL、長官法地主の承諾のもと

る。他方，地方畿裁も，地主も，労{勤務が工場主ととりさめた麗告li期限のお

わる読に労識者を否還することはできない。工場主の方は 2;露関言むの
をもって労働者を解雇する権利をもっ。め これでみると，労鱗力のj京売者

と鱗買者との関係は圧倒的に版兜殺にとって不利である。この不平等自身が

ここに成立している労働市場の!荻弊を示すものであることは勿論であるtヲと

はいえ一方において，労v鶴市場全体に対する農奴議u震の関係，すなわち多工

場主と労徽殺の契約に対する農担制度の諮係をみると，

念tl度によって最終的に舗限され限界づけられてし、ることは識かせないが，契

約期間内に労!必殺を村に召還する経新が地方機関や地主から奪われたことが

日される。これは先の混員Ij案とは、らがい，法として爽効をもったもの



口

り，かつ適用も…県にとどまらぬ普遍的なものであったからである。

の権利な擁護ずる務で労働市場が保護さ

問時期の，より部分的な立法について若子観察しよう。 1836年12月，
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と労{勤者との爵係についての法律が縦走された。この法によると，労働者は

プノレテリを結成せねばならず，かっ総主のキIJ誌をど守るためにカなっくすこと

られていた。すなわち，そのころ，しばしば曳恋人夫の逃亡があ

り，また武装強議が出現すると銭安守ろうとするものがし、なかったので，

もって拍主の科益三ど守るよう襲求したのである。 18)

1838年4)ヲには，シベリヤの金誌における労使関係に欝する法令が出てい

る。この法令により，アルデリ労{勤者たちの残惜責任が導入され，プノレデり

は労務管理に利用された。アルテワの長老は工業家によって任命され，

および労働者のゆからえらばれた他2名の曽爾者合もってプルデリ裁判所が

つくられた019〉 怒らに，この法によれば，鹿龍期簡は一年を越えではなら

，宮古貸金は一年分の給料を上まわって誌ならなし、。

ムストヴ主計数所で，アウリ〈中央アジヤ・コ…カサス・グリミヤなどにお

ける村議〉では締役場において 2枚の言正関蓄さともって確認されねばならな

い。麗僚にあたって旅券は事務訴にあづけられ，

管理6部は労働者たちがその毅務を果したこと

らなかった0293

く-cはな

ように，自由麗鰭労働の市場においては，労働者の f工場Jへのカ

ーバラ的従罷化の{頃向は19註紀中葉より…定の制i獲をうけ，自由

らけつつあった。一方，それは，連帯資tE1IiU度や，旅券税j度によ

る土地への緊誇などによって，つよい制限なうけてし、た。

つづいて，練馬労縁者の状態についても繋免しよう。第一棄にみるよう

に，殺耀労j勤者の絶対数そのものは19倣紀に入ってからもしばらく増大しつ

づけていたとはいえ， 19t!t紀も 1ニド葉に入ると;J;I1I大はとまり，やや誠少をみせ

たと考えられる。口シュコヴアによると，とく

.:その隷麟労働者家解放すること

のは，

した1840年6月18日
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法J;:)，:後のこととされる。工場主は，そ

のであるときは，間浮から，たと

より購入されたも

室長ノレーブ盟会うリ 2

ること 2らときには，男子一人につき70紙

ーブヲを与えるというのが条件で、あったom この1840年法の必然性に

ついて，持シ品コグァは，産業本命により露出な労働力が必要になったため

るとしているが，総話的判断はさておいて，労{敷市場富有の問罷として

も，アノレタイの官営鉱業所における次の ， 1840年法との関連で詮自 d

あまし、。すなわち，アノレタイのベロウソブスキ ヲデノレス今…，

ズィリヤノフス今一，等の鉱業所における は， 1849年i

F J 

して働かなくてはならなかった。ところが， 1849年以j護学

て横けばよいことになり， 1852年以降は25年間をi筏っ

よいことになった 22) というのである。この事実の示すものは以下のよ

ろう。隷露労{勤務が， ら「基幹職工J

してくるにともなゥて， の他の》労{動力構成が部組と

なってくる。良己の経営をもった縫紋議誌の家族あるいは村喜ょっ，

せと徴発していたのにくらべると，金労宮致命。を「工場j

ている激工の生活保障を配躍することは「工場J主にとってより

とである。もし，自己に揺する般奴的隷属職工の大部分が者令になってし

まったとしたらどうで、あろうか。工場労憐の年期をみじかくすることによっ

際ぎ，労畿市場的解惑の自由を利用することによっ

令労!勤者扶持の長担カミらお ることは「工場J主の利主主である。

とっては甚だしく るが，これもまた自治

市場へ向かつての一歩ではおったのであろう。

隷隅労働者の側からの君主観的な動きもなかったわけではなし、ゥラル

山における例をとってみると，工場賦役としてはじまった労機も，

の成立とともに変費していることがわかる。 1848年…1849年に，プラパエア

スキー工場の管理部が，労働殺に食組合支給せず，農業に従来司会よと命じた

とき，労議者はこれを拒否し， 1860年アノレハングリスキー工場マも r野良



ジヤにおける後i敷市場 109 

で、{動けJという された。戦工以外のヱ機農築 C農村労務者〉の中

fにも， r食糧な自己絵してくれる工場マ震役Jしすこし、というものも現われてい
る。 23) ーブエ隷属労衛者の身分をきらって脱走するものもあとをたたなか

った。しかLその場合， 18習:紀に多くみられたような，絶望して出任せの方向

拘に地亡するのではなく，鉱山よりヱ場へ，隷麗労i勤者の身分から脱出して

昌治な労{動力合必喜きとしている商人のところへ，よりよい労働条件をめざし

るようになってきた。拘 逃亡のやにも，よりよい条件をめざす労

イ効市場内での流爵に近づく契機が多く含まれるようになってきたといえよ

う。隷露労働者の身分的持予定はゆるみつつあった。

2節統一的器発的労働市場の成立

商芽i狗に形成されつつあった労機市場に多強力な発震を与えるとともに，

それなひとまず，統一的関誌的労鶴市場にiどで到逃せしめたものは， 1861年

の農民改革であった。改革は，一応，農奴制EfJな去を分的議麗関係を艶棄しラ

農奴身分にあったものに対し，労働力の援究者たるに必要な条件である人格

自取を与えたのである。髄常的に労働市場において労{滅的

らぬ「二議のいみで自由なjヅP レタりアートのための要員もっくり出され

た。改革龍設に自己の経営さどもたなかった地主の泰公人および月給綴人，

地をもたぬ貴族に掛布されていた農奴，土地をうけずに解放された小領地

の農民，官営鉱工業に主主録されていた隷属労織者，私有工場に登録されてい

ちは，たちまち土地なきヅロレタア…トのための讃在稼とな

り，その数法男子260万人，農E誌の 11.4%であったと甑算されている。 25)

土地をもったものたちも，身分的に自由な人格として，必要とあらば労働市

らわれうる資格を与えられていた。

このことは，しかしながら，拡工業に税事ずる労{効力が直ち

を言語始ずること在意味しなし、。かえって，務2 るよう V(二， 鉱

以jifこ畿く労1勤務数の減少したことを示す資料もある。綿工業じおける労働者

一数の減少は，ちょうどこの潮とぶつかったプメザカの南北戦争による潔料綿
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第2表 改革特の労{滋者数変貌 〈級位 1，000人〉

1861 1862 1863 1864 1865 

ウヅノレの拡 iよi労働設を 134.3 114.1 104.2 103.0 102.5 

〈うち)'s'滋ト，鼎孫1，くもの 30.1 27.4 19.4 17.8 18.8 

意ム有企業に{王寺くもの 104.2 86.7 84.8 85.7 83.4 

紡労働者 36.8 22.4 21.7 19.6 26.6 

綿織労総務〈金問〉 68.8 59.7 36.4 32.21 49.3 

A r. ParuHlしやOpM波pOBaHH邑 paoo工lero五瓦註む合註 POCCHH，195さ，
渋OCKBa.CTp.ト10.

花不足が大きく沼しているとされるが，ウラノレの鉱山労{勤務の減少は，あ

きらかに農毘改革で、得た身分的自由な利用し，それまで緊縛されていた鉱業

きらって， f告へi総出したものの多かったこと るもの恰む、ある。アルー

タイのポポブ家の工場・委主11Jに， 1861年の改革後，かつてウラノレやア/レタイ

の労働潟であったものがしばしばあらわれ，少しの

れて!動いていったとL、う る。この報告によると，ヰミポフ家の工湯・

ける労機条件は苛酷であったので， 1ぎ器鉱山 、てし、すこものには

耐えられず，後らはやがてまた立ち去ったとされる。鮒 e このことは，

ける労機強設と私有工場におけるそれとの比較のためのデータ…で

もあるが，ともあれ，緊霧されていたかつての隷属労働者が，本来の労機市

場へと入りこみヲよりよい労働条件を求めて流淡し辻乙めていること

している。したがって，ウラ/レにおける拡車労1m患者数の錦少という事実その

ものは，決して全戸シア的な労i効市場そのものの総少ないみするものでもな

かろう。むしろ，それまで自 E強盗鏡労綴jと隷属労働iとに2分されていたもの

ヵ1，之土して

とげTこと

は，労働力総連のためにかつてと

，農業労働力のノミラ γ ス

とくまとめておられる。すなわち，

なっ?とカ通ら， も 出る

したという

ち

とることな強1~j される。

る農民改本の影響を大九次のご

うけた農奴は一種の自作農と

くなれ分与地をうけなかったも
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のは都市に行って工議労働者となる。もかくて，特に北部の工業地方において

る労!勢力不足は甚だしい我態になった。しかし，黒土地方で

は，人口濡構であみとに分与地挟小であづたので，

いあい，無設あるいは廉価の労{動力念資訟に提容さした。

黒土地方より大量の出援護民がくるようになり，労i効力 ことが

なくなった。的 以上，沢村況は，ここで，農民改革が農業労働力のこと地的

・および身分約緊識を基本的に解消し，労融市場のEいでの労{効力の流動性を

潟大さ必，もっぱら身分的緊縛にたよることで労働力を篠保してき

新らしい態度をせiどるとともに，労{勢力配分が生産力の発課によっ

しうる条件をつくり出したことを明らかにされている。農業の場合にも，

自作農化傾やjを沢村氏は指摘されているが，全体としての労機

市場は，ここでも拡大したとみてよいであろう。

かくて多 1861年の農民改革は手-f.志pγヤ託統一的留民的労働市場を成立

させた。しかしながら，このことは，完全に平等な労{効力獄死者と鱗買者と

の際係が成立したことた意味するわけではないし，したがって労働市場が完

成したとまでいうことはでき?なL、労働市場の中に，長奴制の残存物の

よくあらわれていることもみなくてはならなL、。関頚の焦点にあがっ

てくるのはいうまで、もなく程投機(OTpaOOTOKa)である。周郊のように 1861

して解放されたが，与えられた

うには足りなく，地主から麗役を条件と

りなくてはならなかった。担農奴主と18農択の

が結ばれる場合，そこに平等な労{効力売買関係がj文武しにくいことはもらろ

んであるが，議役の最も徹Eました形は土地の借用料を労憾で支払うもの

り，労緩j力の労鶴市場を通じての売資とはいえなL、。雇役のもう…方の壌に

ある形態は土地を無料で労{勤務に使用さ4fるかわりに若干イまめられた賃金で、

るものであり，ほとん

ろうが，しかし，最近のソヴィエト

しているとみてよい

られるように，

とも ざ る:土地を，
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i$Jとi苛一視することは問題であろう。 i可じ漬物であっても，必要生活手段

の支給と生産手畿の支給勺は異なるのであり歩まだ，労畿市場関係に転化し

きっていないものと認めなくてはならないであろう。

おいて，分与された土地は無償ではなく，

上まわる翼畏金を支払わなくてはならなかった。その支払を確突なものとす

るために，土地はミーノレ共肉体の総脊地とされ，支払は共間体の連櫛賞在と

さFれた。義足は士a主に対する人格的隷属からは解放されたが， ミー/レ?ちlj震に
よる身分的隠緩，封建的連帯主ま佼，移譲与の詰IJ限，土地動員の不長!出などの拘

束をうけていたのであり，そのいみでも，農絞端的東縛は一掃されてはいな

かった。農民の移動および移在の完全な自治はまだ欠如している。このよう

な，共i湾体のあれこれの形態による住民のその住済への緊縛，市民的権利の

ある顎躍をの撰擦と結びつし、て，議設は干手続したのであった。拘

こうした農紋制の残存物が安どのように労務市場を規制し，どのような

綴関係を展開させていたかセ，以下にみることにしよう。

鉱山における隷麟労{弱者のその後からみよう c農奴islJの支配下にあって

は，同じ隷属労畿各とはいっても，緊接されたときの条件によって秘めて

多な身分的階層にわかれてし、た。 1861年法により，それらの種別は一応消し〆

さられ，基幹鞍工と補助労働を行なう;農村労務者という

した箆期にだけがのとこった。官営鉱業所の場令は 1861年3R8民法によ

り，かつての隷農労閥者は永久に工場への義務的奉仕から議出となり r告
とLての接持を得た。工場労識をつづける場合にも f自発的

よって，管理部との契約によってJなされることが必要であるとされ

た。 13Eちになった労働者が以言ちからの職場をいやがり，そのため諺幹労{効力

が流出することを濯れた政府'"C'f:t， r工場」に縦続勤務する敦工に対し，議
とこk地義務支払とを免除するという特擦を与えた。 m 盛絞殺による

労働力緊縛にかえるに，燥奴制残存よめの支配からの一定範盟の自由という

権をもってするこの方式は，当時の労働市場の状態のー聞をものがたるもの

である。
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プノレタイにおける官営鉱業所にもにたような倒がみられる。ここでは，

働者は，まず1861年に20年以上勤続したものが解設され， 1862:俸に15年以上

したものが解設され芦 1863年3月tこのこり全部のものが解放された。解

多くの職工はひ会つづき同じ場所で機くことをいやがったので，

18，68年，職工に闘する法令が出され，鉱山業に関係する特定オーブシチナに

所認する!段工捻δ王子f乱入牒税と援兵義務会免除されたo 30) 

ウラルの怠有鉱梁所の労{勢立をは，官営鉱幾所にひきつづき1862年6月4E1 

よって解放された。法は，私権鉱業授の所有者に，労働者との契約期間

を自由意在宅ど条件とじて 3年閉まで許していた。しか

隷の状態、に落ち入ることをおそれて 3年間もの;疑獄袈約をしようとせず，鉱

山主たt;，は，やむなく，毎年砥長される特部「約定J> i鐙爵J，r契約j
の制度をつくり出した。その中には，ニジ品ネ・タギザスキー

ると，労織力安確保するために，事務所は労勤者の賃金の中から 1ノレーブリ

につき10コベイカつず控絵し，その金は e一年を経過したのすら，年間の労働が

義務どおり遂行されたとしづ条件のもとで支払われるとあった。 31)

場におけるこのような労1勢力確保策は，半強舗的な賞金とめまよさであり，

務奴隷的関係が郡熊されているといえる

とっている点，

とり

は金銭関係の

さ?らかである。

、て，荘議事五山3::も「自

;ヌジェツスキ

における練工の労i塑!のための約定jは，労縁者によって 1月に義名され 1

年弱有効で， r神聖にして犯すべからざるものJであるとされたo32) 
「自由意、志jで結ばれた「約定J，すなわち労犠力亮践の条件の

ち入って親察するために，ウラノレにおけるいくつかの実併合抜粋してみよ

う。 1863年5月，チエノレモス今一工場で給ばれたもののは， r 2) .われわ
れのやのだれ一人といえども，この期限前に合法器理由なく，かっ管妥著者fiの

しに，一時的にもせよ会問的にもせよ作業の遂行、会中止する権利を宥

しない0 ・H ・H ・..もし，われわれのだれかが契約できめられた期間以前に勝手
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に作業を中止したときは，そのものの属した職場の賃金は2日分控除される

こと。………20)，期限2カ月前に，われわれは工場管理部に，次の工場年

度労働にひきつづ、きたずさわることに同意するかどうか，伝えなくてはなら

ない。 J33) とある。 1864年のフィノフスキー工場における契約には， r18 

64年3月15日，宏、ども下に署名した職工………は，以下にしめす契約を締結

することに自由意志で、同意しました。………4)私たちは………期間中は，

草刈繁忙期と日曜および祭日表にのった休日以外，大凡250日働く義務を

有します。………10) 職工は月 2回以上賃金をうけとります。………12)

この契約の期限の2カ月前に次の期間の契約を相互に締結する義務を負いま

すJ34) とあった。 1873年の，ポラズニンスキー工場とポラズニソスキ{郷。

の労働者との間に結ばれた約定にも，契約更新を2カ月前にとりきめる義務

が記載されている。ここにはその他に，第7項目に， rこの約定を締結した

もののうちの誰かが病気その他相応の理由で仕事からはなれたときには，仲

間は直ちに彼のかわりになるものを探す義務を負い，探している間，アノレテ

リの中の他の2名が代理で仕事をする」とあった。 35)

自由意志による契約とはし、し、ながら，被用者が雇主に自らの義務を一方的

にみとめる形式をとった不平等なものであり，契約期間出長く，次期の契約

は2カ月前に予告せねばならず，しかも連帯責任さえ導入されている。ここ

における労働市場としての実質は，せいぜし、改革前の自由雇傭労{勤者をめぐ

る諸関係に近いものであることがわかる。

改革後におけるウラノレの労働関係で特徴的なものは，ウラノレの鉱山主が同

時に大土地所有者で、あったためもあって，鉱工業労働関係に雇役制が利用さ

れたことで、あった。労働者は土地を利用させてもらうかわりに，年間一定日

数，規定された賃率で、働く義務を負う。その関係を示すものとして， 1868年

ネィウV ・アラパエブスキー工場における約定案がある。その中には r5)， 

われわれが千草を調達するために仕事からはなれるのは7月の半ばより20日

間とさるべきである。………11)この約定を遂行しているあいだは，工場管

理部は私たちに対し，耕地と採草地への支払を免除する」とあった。36) 1872/ 
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と332人の労働者との関にとり

もとに，ニジュネ・イ

・・・・・管理者の許可があベヱヅキー

つてはじめて仕事をやめることができ玄ず。工場に仕事ーがないときに，

をくれるよう管慾部に要求したりしませんJ37) と約束させられていた。

では，改蕊前より自由翠舘労欝によって労鶏市場の成立していた分野はど

うなったであろうか。 1861年の改卒は，

よ』ぎしてはいなL、。こ

とん

，ーロにいえば，

し，たごときもの，そのまま た。すなわち，雇穣戴簡は王室常工

をとお

ることはできなL勺も

うばかりか，企業主の意志次第モ数戦

もどされる，一方工場主は仕事の内容がわるいと

るいとかの理由をもっていつで込労{勤務を解雇できるめ というも

のである。権力による?自治なj契約の保護法，カーパラ釣契7約役割出

しようとする労横者の行惑を翁ij探していた，といえよう。

他聞 w 労働力を自由に運用しようとする工場主の希望は，

る農民が旅券制度によゥて農村に半ば緊諒されているという

により髄隠されている。これまた1835年法の想定する状態そのま変である 0

1880年スモーレンスタのヤノレツ思ブスカャ工場の「労働者のため

れたものはみな事務所より

る。 そのやに翠籍条件が記入されている。{可人も

い。もし想定の期爵〈工場に〉藷設すること，忘るいは契約d

る:給与額を契約したさいには，話住することを義務づけ

し4ではならな

よび公式のない よる以外 2 何人も¥"カミなるお 守、
ってしても工場を立ち去ってはならなし、。需様に，手娠に競主主されてし、る鶏

して定められた給与たみとめて，居住することに時窓したものは，詩

人も決して工場長様に黄金役割増してくれと訴えではならなし、それを絞っ

たものは法により る0 ・H ・H ・..J39) とあった。また，ペスコブ
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しているところによると，モスクワのキバルトブスキ…工場

の規貝せには f労fil義務が旅券の期限誌に工場を;雄れることを

は 1ブ'J)守分の給与さど失なうJとあったo40) r!3 EEl J 

るさし寸こ

より，契約で

の取引定められた期箆内は，労論者にとって，労鶴市場のやで自

安つづける権利がなくなっているわけで、あるが，そのことは一方，労磁力が

よって農村につながれていることによる不利益を，旅券の許す範

翻内で労f効力没者利に畏占めることにより設なおうとする援本の態度を:ら示

す"ものであろう。

しかし，以諮から経済外的強議にたよることの少なかったこの部分では，

契約期間内の工場への緊縛という方式のみマは資本にとって不充分であろ

う。労{効力磯保のためのガ譲が諮企業によってどのように袈関されたのか，

そのやで，どのよう

~ ~ 

ふつ O

4:2:Jレブホフのコンシ

五今'1/';、，

さまざまであった。

ものはラ 「幾どけまて:'J， 

したのかを認定するための諸資料をみ

のこっていた1860/61年震の賃金台帳に

されており，そ

2年罰の約束で、}霞傭されており，その他の

までJ，rゃなぎの週までJ， !先祖の
おまでjラ i10月までJ等々雑多で、あった。黄金支払もラ月々契約℃あった

り，会期間につき~められ-n、たりしてL、る。しばしば労機者は，も

し披が契約した全期間の終了せぬうちに仕事会ょとめる場合には，イ乍議に入~

さいに約荒したものより低くしか支払われなL ろうと予告された。ま

ら，満足のゆくようた，ある労働者は，やとわれる

いたときには，のち るだろうと約束されたが，労働力不足

ぎ10月に入るよかえ dって賃金が切り下げられたりしたO 叫

ツィ γデリ捺染工場の1880年宍に入ったころの錦でみると，ほとんどの労

鏑者は農民の旅券をもち，労舗殺の誌~%は援活祭より護活祭ま

、ていた。 て，

期となった。経済的昂揚期には，

と-]奇襲入れの持

して労(動ずるものの割令がやや減
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少し，経済的不況期にはそ したo42) 

そ P ゾフ費者のニコリスカヤ・吋ニ品ブァクチ品アでは，労働者の雇傭議

より思母祭 (11310月1日〉ゴまでの半年と，型母祭より復活祭ま

での半年，すな去っち夏期と冬期の半年ずつにくぎって整理されていた。このa

iきると歩労働者は裁判上の追及をうけることになってい

た。仰 とはいえ，実際に裁判上の追及をどの程度ま

あるo 1870-80年代，吋ニュフプグチュア管翠惑は夏期の労働力~磁保する

ために，夏にごと援に残っていたものには賞金の10%の露壊をつける，

， r主与党のためのゆりかごJをつくってやる，等々の約束てどして労縁者を
ひきつけ，のちそれらの約束を全部良舎にするなどのデマゴギ…を矛IJmして

いる。叫それでも夏に農村にかえった労鵠殺は手i践に「欠!路のあるもの

(rropO'1HbI初j と書きこまれ，年2密の定期解謹，大量募集定期採用の時議

らのもの労働者は按殺された。ニコリスカャ・マユ品ブァグチ品アの

蛍金手帳に印露Ijされてあったー規則には rら).労綴;殺は熊気をし，あるい
うけたさいには，負寵をうめるのに必要な期間，全扶のの

て返済すること。 6).契約期間がおわるまで，躍鋳条件にきまった以上の1

いこと」とあったo 45) ここで設設されるのは，

のものよりも 内容たなす金額の方に問題の力点がうつっていること

る。

以上のように， f三統釣に自 た部門の労{勢市場は，基本的に

は改卒言trのそれの諸特徴を謹持しながら，

してゆく{摂向を示していた。

'dて， カミって の変化，および爵

~~化

した

部門のその後の状態の観察をとおして， 1861年の農民改孝之ど穏で戸シヤに成

立した絞一的関民的労協市場の性格をみると，次のようにまとめることがで

きょう。すなわち 2 当時の統一的競民的労働市場は，一方では，欲不能に

との障に形成された労議市擦の全般的拡大であり，他

とその使役権者との簡に綿々の要議と
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つあった労動市湯の読者への融合絞ーとして成立した。したがって，当時の

労f動指場は，そのなかに，藤投制の諸形態としづ農奴制の直線的残存4舎を薬

として含みながら，かつ該t.::..，労働市場の完成さ

もうちに含みながら，

の諸特徴を維持していた。

としては改革官官の自

第3簸労畿市場の発襲

ての

よ

明シヤに或立した絞一的爵箆的労機市場には，共開体をつうじての農村出

る

さどな

ど，繍々の制約があったが，ロシヤにおけ

この制約なのりこえてゆく労働市場の発践と

まず，農民の出練労働はますます広汎に，ますま

となっていく。第3表はv 燥氏出稼の盤、テγ

る。しかし，この表は直ちに1861年より1910年にかけて

したのをどし るわけではない。 々 った力ミ

らである。第4表はそれを示している。…年間有効の掠券は1861年から1890

り，半年隣有効の旅券もi可じように2倍になっている。

それにくらべて， 1 ~3 カ月有効の掠券は13告ものふえ方である。したがっ

て出義豪雪、の増大率は簡らかに2倍以上であるが7倍にはならなし、。さらに，

は，出稼ぎ、以外のものも多く含まれていたであろう o

の旅券の増大率が高いというそのことの中にも，

するブJの作用が反映しているとみてよいであろう。

第3表旅券交付数

次 年平均交付数

1861-1860 1285.6 

1871-1880 3684.5 

1881-1890 4937.8 

18告1-1900 6952.0 

1901-1910 8872.5 

A. r. PaW¥iH， YKa3‘CO可. CTp. 327. 

100 

287 

384 

533 

698 



1~ 3カ月間

6 カ月間

1 年間

1年間以上

資本主義ロ、ンヤにおけるヲf働市場荒又

第4表 旅券の有効期間別分布

年平均交付数 (千) I 割 合(%)

im-
1890 

49.3 

26.5 

24.0 

0.2 

100 

A. f. PaulHH， YKa3. CO可.CTp. 327 ※合計数は出典のまま
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さまざまな制約をのりこえながら，自己の労働力の有利な販路を求めて労

働市場に立ちあらわれてくる農民の動きが，この旅券に関する資料の中によ

みとれるとするならば，安い豊富な労働力の給源をもとめる資本が，ロシヤ

社会の身分的封鎖性を破壊して労働市場をひろげてゆく動きが，改革後の農

村に広汎に展開した家内工業，問屋制マニュファグチュア，およびそのあと

にのりこんできた機械制大工業による工場村の形成の中によみとりうる。

周知のようにレーニ γは，ロシヤにおける「独特の」グスターリ工業と

は，その大部分がマニュファクチュアの外業部としての家内工業であること

を明らかにし，その上で次のようにのべている。 I資本主義家内工業の特徴

づけから，それの普及の条件にうつるにあたって，まず第一に，この制度

と，分与地への農民の緊縛との関連を指摘しなければならなし、。移転の自由

がないこと，土地から解放されるためにはときには金銭の損失をもしのばな

ければならないこと(すなわち，土地のための賦払金がその収益をこえるの

で，分与地の賃貸者が借地者に自分から割増を支払うようなばあL、)，農民

共同体の身分的封鎖性，一ーすべてこれらのことは，資本主義的家内労働が

適用される分野を人為的にひろげJ46) る，と。このことを逆の面からいう

ならば，分与地への農民の緊縛という制限をのりこえて，労働市場が資本主

義的家内工業の発展という形によって拡大浸透してきた，ということであ

る。
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、てみるに， レーニユ/は p ジヤの工場中心地合研究して

1 .都市，第2.工場料，第3. rグスタ{リ j
村とし， 1890年をとづてみると工場労働者総数の%以上が第2・3の

あることを示し，さらに1879年から1890年訟での間に，

地jにおける労{識者数が16.1%増加したのに対し， r農村中心地」における
労働者数は，それをはるか上まわる54.7%の増加をみせたことな示した〈第

5表〉。レ{ニニ γはひきつづき次のようにのべている。

きお5苦笑 ヨ-pッパ・口 γヤにおける工場itiU
工業のもっとも愛媛な中心地

1879年 1 8告O年

い
れ
H

ふ
汁
a
d

M
r可
ノ
ふ
か

1
1ノ

地

町

計

外

び

郊

よ
びbt仇

人一口

レーユン~祭，邦訳，第 3 葉会 549頁ょっ

「農村への工場の移動は， もたら

しつつあり， ~たこ

益さえひきだしていることを， しめしている。 農村に工場合設立すること

は，すくなからず不便であるとしても，そのかわり含それは茨鋳な労働力を

保揮する。百姓を工場に入れるのではなく，一一コニ場が否姓のところへ出か

けてゆくのである。百姓はもっとも翁利な麗主をさがす完全な自由をもって

いないが， (連帯責'任と，共詞体からの脱退の錯誤のせいで)，震主はもっ

とも安儲な労働者をうまくみつけ出すことができるJ47) とorグスターリJ
工業で育成された労鋳力と，そこに形或されはじめた労勢市場関係をキiJ吊す

るべく，工場が農村に移住し，

されるo
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労織力の販売殺の側からと とからするこのような動きのやで，

労繍市場詰三量的に拡大していった。その指標としてとりあえず工場労憐者数

の変化を取り上げるならば，第6衰のごとくである。

1865 

1870 

1875 

1879 

1885 

1890 

第5表

工 場

戸シヤ工務労働者数の変化

数 労働者数 〈千〉 方自部会〈タ〉

6，175 290.2 100.0 

7，691 354‘1 122.0 

7，408 412.3 142.1 

8，471 466.5 160.8 

6，232 436.7 150.5 

5.969 4告3盈4 170.0 

レーニツ， 1iiJ手議慈ー 637頁. A. f. Palll聞， Y蹴 3. CO可り CTp.12. 

労働市場の拡大は，さき探，労犠カの地域的流動範誼の拡大を伴なった。よそ

口ゾフのニニコザスカャ.'""ニュブァクチェアでは， 1861年の改卒後10年ほど

の間は， よび近i弊のモスクワ， トグェザ，ヤ Pスラフ，コス

ト口マ，ニジ品ゴ詳ドの諸県出身の労{!WJ者が麗{獲されていたが， 1880年代も

なかばになると，さらに，f/ォ口ネジ品，タソボフ，スモーレγスクなどの

諸県出身の労{効者も隠錨されるようになった。 48)

労働市擦が拡大し労働力の地域的流動が盛んとなることは，労{効市場内

:Q麗投?倒的なものの弱イ住宅ど結果として伴なった。第7表は，麓役制約

な色彩の殺し、ウラ/レの労鈴子行場が，南部やカフカ…ズ市場の拡大により，相

対的にまち位を低めて行くうごさを玉沢しているo さらに，単なる

係にとどiどらず，労鶴市場のやにおける労働力バランスの変化，譲役制にと

っての労働力不足の発生によっても，麗設備j的なものの弱化は促進される。

1877 

1893 

第7袋 持シヤ鉱山労働者数の変化

全開ジヤ iウ ラノレ i南 部|カフカ…ズ

13，865 

54，670 

3，431 

17.603 
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たとえば，ウラノレに鉄道が敷設され，その営業が拡大されるや，

の基幹部分がや炎アジアとウラノレの鉱山菜から引きぬかれた。モトヴィ ザ

ヒンスキ…工場の管議室長は，鉄道との競争で黄金が上がってこまると

もらし，ペルミスキー大礎工場でも， 80年誌はじめ，ベノレミに近いばかりtこ

していた。 49)

lきぬかれてこまる，と不平なもら

との競争で労縁者を引きぬかれているごとき鉱山が，飽

方では麗役制により震関されてし、 るがしていたo=カテリ

ノアラブ然パハムート郡では1"農民は一般に他人の辻惑に，そしてとく

に，私設iなず大農場Jでのより窮窟で，しかも報露骨の充分でない仕事につく

ことせど，いやがっている。鉱山における労働は，ま

識は重労働で，労機遂の建康マピ鳴するのだが，一般的にいえば，この仕事の

報醗iがよりよく，そしてーカ月ごとに，また…選問ごとに金をうけとれると

いう見込みがあるので労協殺をひきつけているo Ir大銭湯Jで働いていて

は，ふつう設は金をみるようなこと誌なし、。なぜなら，設はそこでは

『一束のわら~ ，れのバンJをもとめて麗設で鵠いている

か，あるいはその日常の入用のためにすべての金なすでにとってしまってい

る，等々であるからだ。」お〉

農業労織力の市場においても，室長銀の現象が起った。ヤ持スラヴリ，ウラ

ジミノ人ベテノレブノレグ，ノヴゴロドなどでは，富農による麓農業が発途し

た。1"この地方の丸ミたちは， 1)皮らの競争相手が生れつつあることを感じて

おり，ときには，農務省への報告のなかで、労働者の不足はう

横奪するからだとさえ説明しているJ0 51) これは震設第lJ~~1ちの一つの現わ

れである。レーニンは，幾業労働者の移滋に喜号する諸研究を総括して，

，もっとも人口調筏な地方から，もっとも人口

へ，議室叉舗のもっとも強く発議していた地方から，それがもっとも ->-
I~ 

地方へ， もっとも発展していた地方から， )間交の発援がよわく，資本

していた地方へと，むかつている。だから，労論者は，

El由』な労織から，話出な労働へとにげているのであるj坊 との
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べている。

労融市場の拡大とともに，労織市場の季節性が克瓶されていった。これ

は， とともに， とって，年間合つうじて…

定数の労{働力を確保することが，資本の間転率と とくに必要となっ

あるこてくるからであり，他方では，年間をつうじて労{効力

とが，労{幾三きなして議耕労!動との離脱を偲進さ必ずこか る。ウラノレでも

次のようなうごさがみ ，労働者たちは夏鶏， 7 ~8 月に「

i夜襲労鋭JJのために 1カ月の休寝室ょうけていた。 1870年代に入って，いくつ

かの職場に蒸気品ネルギ{が入りはじめるとともに，この伝統が抜去さ.ttて

いづた。しかも 以前のままにとどまった。 53)

のべたように，モロゾフのニニコリスカヤ・マニユュブァグチュ

プでも，定期的一斉雇L、入れのさいに，変額の野良作業休暇をとらない労働

るべく努力していた。それのみで、はなく，生産行寝の合理化によ

っ '-'JT-!.'11. /':11紛石井込り，I:Lや'd:'(，局りる努力もみられる。第8表によると，年間継

続麓舗のものが次第にえ議をまし，半年謹舗のものの比重が減っているが，

の変化の一層立ち入った もの 9 {) 0 1881年と1890年

第s表 品コ安スカヤ・マ之江品プアグチュアにおける労/1P;b者数 I 
粧・ d、

年務雇用のもの

1855 1，400 

1861 2.370 

1869 35，825 間 5i
1876 5，900 

1881 25，800 12，570 5，740 

1882 24，800 12，490 5，950 

1883 20，300 10，000 4.890 

1891 17，600 11，355 2，730 

1895 16，700 12，話。。 2，000 

ロー 11.Ka6脳部， MOpo3oBcKalI CT約瓶詰 1885ro瓦a，MocKBa， 1963. 
CTp. 15. 

25，800 

7，490 

6，370 

4，960 

3，515 

2，100 
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芸事9き受 ;;:;rJ)スカヤ・マニ品ブアグヂ品アにおける労{勤務数 豆

1881 1891 減 少

紡 および機 織 5，600 5，500 50 

潔向き染色，仕上げ 丸250 1，980 270 

成 620 460 160 

総瓦やさ， ゴニ 工 465 300 165 

建 設 620 615 !)， 

森林作業， ，時議選滋 1，220 1，135 85 

泥 炭 堀 り 5，275 2，430 2，84& 

雑 役 ラ? i製j 者 1，580 955 625 

議て 内 織 エ 7，490 3，515 3，975 

計算係， 検ヨ長係 495 480 15 

その他議事務員 185 180 5 

i二LI il't 25，800 17，600 8，200 

口.H. Kao誤認OB，yl(a3. CO吃むTp.16. 

をくらべてみるとき，変鶏のみの作業である詫炭採掘，倒{瓦やさ，

ど，なかんずく泥炭{ヤ業が大巾に議少しているのがわかるし，また，冬諮の

としては，農民による農閑期作業たる家内機織りが大巾に減少して

いるのがみられる。 1893年刊のデメソチι ツによる隷査では，モスクワ集3

務の労{殺者20，000人の中，農繁期?こ村にかえったものは成年労機殺の 14.1

%，米!武者の11.9%であった。 54) ウラジミル燥では， I湾時期，

月鴇農村にかえる労働者法念体の 9%で， 74%は全く換村との酪係を断って

し、t，こo 55) 

ドネツの労働者は，工務0-1870年代には主と

の理由の一つは，工業家が労i効力な得られぬこと

から嬰らかなように，労{勢力の不足(中央戸

の半終縛〕であったが，もう

ったo56) 1苛裁のことは谷地でみ

った。そ

もらしてし、7ここと

自体の作業の

のであり，たとえばア/レタ

イの鉱山，ニコヅニ己アスキー坑では，カザク人のなかに誌支

ノ
¥ しようとL、う ，ニコラエブスキー坑F-I

がア[之鋭J~IJだったので，その般向はつよいものにならなかったo 57) ドネツで
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してきたo 80年代のじまり，は70年代に，

はじめになると，常鱗労践者が臨時労働者を若干上まわる状態になってい

た。この比率は，それ自体としてみると，臨時労働者の比率が依然としてか

数 10人からなり大きいことをも示している。その理由はドネツ

3%しか97%を占めるところのお企業と，500人j議し，

540人の臨時労113のグスターリグスターリがあり，ない 113

し， 26大企業の方には 2 ，000 人の常鵠労働者~ì';) よ勤務がいる

臨時労働者がし、た， 以後のうごさをもふμ58)
て)/'--。よるものという

らい') ると，労働市場の季節的性格はまずまうかがう

ことなっでし、ったことがわかる。この資料は， 1870年と1900年と

ているので絶対数の比絞はできないが，比率で、みると， 1870年には， 12月に

， 4%"'f~ 4見.7%上まわり，

しても，るとみてわる。 4月が，旅券更新，

S 月には年平均言ピ24.5%下~わっている。それに女子し， 1900年には最高の11

F:/ノミス炭砿梁における労働者数の月別変動害事10~受

1 900 

99，ち

100.7 

85.8 

90.4 

94.5 

92.9 

90.5 

96.3 

101.1 

114.4 

123.3 

113.1 

労働三奇数

67，502 

68，028 
57，919 

61，033 

63，858 

92，713 
61，131 

65，000 

68，250 

75，250 
83，270 

76，366 

146鑑2

125.6 

106.2 

34.9 

79.3 

75.5 

86.7 

77.1 

88.0 

105.6 

125.合

152.7 

労働者数

n

U

2・A

ワム“

1

2

3

・4

5

8

7

8

9

1

1

1

2，881 
2，525 

2，137 

685 

1，595 

1，518 

1，743 

1，551 

1，768 
2，123 
2，535 

3，071 

民

A
Rパ
関

川

底
H
M

緊
パ
段
付
尽
川
内
円
パ
関
ハ
パ
宮
川
野
川
波
ハ
パ

C. 11. ITOT.1l0B， Paoo耳問 JLo行6accaB XIX問 la，MOCK話a，1963， 
CTt. 146. 
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月 .35右上まわるのみであり，最僚の 3Jヲ を14.2克下ま

わるにとどまっている。

労働市場の拡大とともに，認対的過剰人口の形態にもあたらしいもの

れ2 部分約労{動市場、における変畿が，停滞的逃剰人口ブ…ノレによって処理さ

れるごとき関保も生れた。部分的には，すでに1876年，ニコザスカヤ・マニ

品ブァグチュプに次のようなタtlがみられる。 マニ品ブァグチ品プカ為ら

恐慌の影響をうけて 400人の労働者が解壊された。

一部分の労{勤務は全く工場を立ち去ったが，

こり次の仕事なまっていた。

よると，

くにの

このような労働市場の発践のやで，

における)京型的苦言特識を変貌させる

開シヤにおける統…的掴民的労働市場

もあらわれはじめていた。ウラノレの

， 80年代後半に入って， 1881年に開校したペノレミ鉄道技術学校か

ら，鉄道具の子弟が基幹常錯労{動力として確保されるように主主るや，常備労

とどめ》短期，出来高による蔑傭てど多く示j用ずるようになっ

た。ウラル鉄道労働者中，常鏑労働者の比率は80年千えはじめの65%から90年

代末の50%弱にまで抵下し，かわりに，日援労{勤者の割合が多 29%からら1%

にまで増大した〈のこりは臨時)経労働者)0 60) こうした事情のうらには，

り，常備労働者が下級官交のあっかし、をうけるので，そのよ

うな f身分Jのものを疹くしない，という致策上の現出も

もあれ，資本の利益が，労働者を年期で緊縛することから，

備状揺につき誌なすことに移行している，ということ

状態の本震的核化，¥'

るが，と

こと

セニコリスカャ。マニユュブァクチュブのi9Uにとると，ここでは，す乏に1880年

代の

はじめていたという。

を拘束するととも

とっ

、て定め

も持東ずる O とくに，

ものとなっ

している

条件のもとでは，それは護主による鍍金切下げのための行動を束縛するo 61)， 

らしい議台が入るたびに費率を切り下げたりしていたが 62)



もまにあわず，

ブ・ストライキ

官、ンヤにおける労働市場交叉

り

った。
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うとし，よそ符ゾ

1886:f予6月313工場法は，労働市場の以上のような発展、を背景にして作成

さされ，公布されたと考えられる。この法は，労働者の雇傭，解雇のための条

件，工場内規などの基本多賃金支払方法，罰金の最高銭などを鋭定レてし、

た。具体的に重要なもの拭，第1に1861年当時のような契約警ではなてて，

もたせる制度をー毅化することであった。支払手

帳のいろいろな形は， 1840年代からあったし，多く

を採舟しており，また若ご子の部門では1886年以前の小さ きめ し、

たものであったが，この制度の一般化は， 「雇鵠契約は，綿々の労{勤者と結

ばれてもし、いし，…家j点全体と給ばれてもし、し、いさらにアルテヲと結ばれ

でもし、ぃ」とするこれまでの体観の事、実上の変更であり，労!努力究費におけ

していくことである。一方で、は，ここの手慌に毎日の

と窮余を記入し，工場内の規剰を部刷貼罰~J~ して戦場内秩序を有無いわさ

ぬ形で縫立しようということでもあった。第2v::.，この法は，少なくとも丹

に2曲以上賃金な支払うべきこと，賃金は現金で支払わるべきこと

た。ここのことにより，以前 p シヤ し、 していた次のような

支払方法， わち，労働者は会社の売j者か し，

う し讃え， たとき，あるいは半年毎の一斉解

とを るとし、つ される

にいたったの 3に，この法は， J議舗の期間を鱗限L かつ?

Q際には2題関前に予告すべきこと 第4に，

最予言E尽をこまかにさめたが，ここでは立ち入ったことに触れなL、第

5に，この法は，労銀;殺の護食から医療扶助の代金および，照明の費用，ffl

a誌の使用料を提殺すること宏禁じた。工場内にもちこまれ料用されていた関

ということであろう。

こうして， 1886年 6 月 3 臼工場法は，工場主の専横に一定の制~p'良な加えて

したものいなあったが，労i効市場関係における労{勤者側の権引を
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拡大するといったものとはL、えなし、というのは，あし、かわらず，一旦契約

ることは，労働者にとって違法のことで、あゆたからで

ある。とはいえ，この法は p シヤの労働市場の発展，その仁Te'の，ロジヤ

労{効市場成立時の潔型的諮特畿の動揺， ，古い工場制度な援

し，新らしい労{動市場関係なオ…ソライズするものであったといえよう。

，労勢市場の拡大にともなう藤鱗形態その他の変化を舎農業について

みよう。以前に出諒ぎがあまり発展していなかった時代に，南青15の土地辞有

者は畠分の手代を北部務県にやゥて，村役場合つうじて税金の滞納者なやと

っていたo 63) 今や， し， しる

f可の岸にそって，数百，数千ヴェルスタをあるいてくる。労働者の約10分の

1は河離にのってくる。披らは平均2/レ…ブヲもって， 10コベイコりで1カ月

間の身分説明撃を手に入 1013から12日殺をつづけて思的地につく O 都市

の釈などが狭裁の労鶴市場となり，そこに労滋者と震

主があつまる。 る

じて賃金をより正確に調節することを可諮にする 113ごとあるいは1

ごとの援傭をえらぶ。寅金のはげし1，、変動から，護主および労働者相方

の例iからの無数の契約破棄がひきおこされ，労働者は高い賃金会要求するよ

うにゆし合ぜ，麗主はより安い賃金女与えようとかし合せている。的契約

る金額$しあわせは?当時の開シヤにおいて，非合法

なストライキの件であるにもかかわらず，労{動市場の発展のゆで，そうし

たことが事実上，ひろく行なわれるようになっている。以前には，

者を少なくし，農繁期に定期労働移 (CpOKOBbIゑ pa60ヨHお)や日

やとっていた経常が，いまは 1:議開たっても労働者に日民会出1さぬようつと

め，労働に対する需要に応じ璽主のつげから割増をつけ・たりしているo 65) 純

粋な労働力の日売紫，それにもとづいた，近代的な常備労働者のタイプがっ

くり出されつつある。一部には，近代能な労働市場仲介組織さえ構怒されは

℃めた。すなわち，へ/レソン された機器は，

題補給携の設畿を改慈し，その活動をひろめて，労動賃金とその変動に関す
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える鞍業務介所のようなものにするとともに，労働者を多く使って

いる農業経営への監督機関にしよう，というもので、あったo66) 以上のよう

に，訪問:紀末の南部には罷めて近代的労融市場関係が成立しはじめてい

すこ。

すでにのべたように，南部を代表とナるこのような近代的労働市場の

は，統一的障i民的労働市場の内部にある，翠役綴の犠々な形態を利用しなが

ら;::Lンカー的遂な進んでいる!日貴族経営同地主ミ経営にとって脅威であっ

た。その脅威は，ゑ体的な一腐としては，労働力不足，磁保した労{鴎力

のわるさ，労働力の流動性，不安定性，としてあらわれた。いまや地主にと

って， のみにたよって労燐カな確保することがむずかしくなってく

00こうした帯構を背景にあらわれたのが， 18羽生手工場法と期会ーにして，

同年に制窓さた， 1886年農業労務契約法である。その内容は， 1"新たに，労

働手際の制度をもうけて，ある程度iどで労f勤務を議主の支配下に竪縛すると

ともに，労働者が契約を破棄し，]:

X't0と対

主こ，

るJ6'め というものであったo '-

いても翠投器援による，中iぽ的，村議的，

ざるときは

I 

のみにたよらず，工事五業に採用展掬されていた，やや近代的な大規綾な労務

とり入れようとしているところにみられるように，大工業に展開して

いた労働市場関係を農業へも拡大して仔こうとするところにあり，第2tこ，

出綾ぎ労{動の展鰐とともに，労織力の版ラ若者と欝資者の力関係が，あるいよ号、

、て おけるよりも販究者にとって有利な状態さえ

生じてい ゆで，ユゾカ し強力にテコ入れしようとしたこ

とにある，としてよいであろうのともあれ， 1886年に，工業およ

いて，議行して，麓葡関係に闘する法が制支返されているのは， 1861年に成立

したロジヤの統一的愚民的労融市場の発設が，このころに一定の変震をとげ

たことの誌記とみるべきであろう。

さで，この時代における労欝l市場の拡大発展は，一定地譲内におけ

資的拡大のみならず，地域的にも拡大ナる鏑舟をど伴なっている。ここで問題
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となるのは，原料立地による

れ，周辺地誌には，時折，労{動市場の中心部ではすでに克認されたごとき

い労{効市場関係が再現することがある，という点である O まずこ，それらの地

域。は，王宮レ労働市場関係が，比較的長期間残存ナるということもおる。た

とえば，南部の鉱山で、は，炎いこと労{識者の謹舗を請負人やプルテリをとお

しておこなった。 拡にあらわれる

対する話扇状態、におち入った。襲縮条件の中には， 1カ月たったのち

支払われる 1;与丹あるいは半月分の賃金は，保障と

る，とあった。労鈎者は必擦な品物'ic前{借りせざるを得。ず，たちま

対し佼務殺となった。すきなときに立ち去ることはできなくなる。坑主たち

1密なL、し2鴎給与を支払うのよら、で、あり，しかも，その給与さえ，

金でなくて，発話への支払命令欝であることが多かったo68) 

カザグスタンの務企業において，労働者hの募集誌特7.lIJの募集人によってな

された。通常，パイ〈トノレケスタソの豪農・豪商〉やアウリの長老あるい辻

認の投入が募集人になった。契約はね頭でなされること多く，さぎ的行為も

多かった。被募集人は募集人から金，あるいは品物さと手flとしてうけとり，

したが，その甑文には通常実欝にわたされたものより

されていた。また，募集人は， しばしば手付金の半分のふろえわたして，残金は

現地到藷後に支払うとし，実際には支払わなかった。また，パイやアウリの

と契約をむすび，金や高品さどうけよって近所の愛護を襟発して

送ったo 69) 

でみると，手付金は通常5~20ノい欄ブリ

することはだれにもできず，しfこがっ

た。連帯震を制置も和滞されていた。 70)

していた。カラカン〆地方の倒

った。

られなかっ

産金業では，労働者は 4月半ばより 10月末まで， 180-200労働臼鱗い

うける。その際彼らは翠生存の契約をして，手付金をうけとっ

ていった。 71) 夜らは繋{IIIHとしつつあるが， もってで



るった。

!i， 

ぜねばならぬ，

りの自
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る労働者の礎F認に関する規則J

'dしはさむことなく熱心に遂行

らぬ，労{説者

ることはできない，企業家には，逃亡し

い彼らを強鎖的に会業につれか

していた。

くみこ iどれていっ

くのこり， 1890年代においても， ~[ミれ

していた。

第4節革命最夜の労働市場

1890年代末よ、り1905年の革命令はさんで1917年の革命にいたる 3土，

開シヤの労働市擦はどのようなところまで発畏していたのであろうか。

まず労働者数の見掛変動の資料よりよなると， 1897年，ゴストロマ燥のネレ

グツキ…郡における諸工場の鋒では，労働誌を数はあし、かわらず夏に少なく

に多いなだらかなサイグル会撒いているが，議大の12月でも年平均の 105.1

5志望また最少の4月でも95.5%と 73) その較幾ばせばまっている。コスト

ロマ県におし、て労強者数がかく安定していたとするならば，強の諸都市にお

いても，ほ託、i可等以上の状態で去ろったとみてきしっかえないであろう o

表iヱ， ドヅノミスの炭都議における労働者数の月間変動を玉沢すが， ここでは

次のことが住閉される O すなわち，労侵語表数の月別変動それ語体の大いさは

1900年についてみた第10表とざしてかわらぬとはし、え， 1904， 1907， 1910年

いずれをとってみても，労識者数最大の月と，労務雪量数最小の月が各年によ

ってことなっているのである。労働市場の状態を特徴づけるものとしての，

農家労働力の出稼ぎと還流という形は依然としてのこっているとしても，

働市場の大いさを競定するそれ以外の要闘がカなましていることが示されて

いるといってよいで、あろう。手ヌfにあった，ゲオルグ・タリゲイム続殺の製

よび砕石所では，作業の季能的性絡から， 労{勤者数は 1899年に1月
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銘打表 ドンパス炭鉱業における労働者数月別変動

〈年平均に去すする;15)

1 ;"1 

2 月

3 月

4 月

5 月

6 n 
7 n 
8 n 
9 n 
10 月

11 月

12 n 

1904 

111.6 

108.7 

99.6 

101.3 

101.3 

99.6 

Sゑ3

87盗1

92.1 

102.2 

101.5 

106.1 

77，3むG

1907 

97.8 

104.6 

106.2 

96.4 

104.7 

96.4 

96.8 

91‘4 

97.4 

104.7 

109.3 

96.4 

117，100 

A. r. P丘WHH，YKa3. CO守. CTp. 511. 

1910 

101.3 

104.5 

100.6 

103.1 

98.7 

76.8 

77.4 

86.1 

97.3 

114.7 

119.5 

120.6 

111，400 

1913 

100.4 

号8.0

100.0 

86.6 

93.5 

93.2 

合0.7

67.3 

93併5

108.1 

119.1 

120.0 

168，400 

56人 2月 52人， 3 J3 62人， 4月 105人 5月 117人， 6 J3 105人， 7月

150人， 8 J3 169人 9丹 169人， 10月 180人多 11月 57人， 犯人とい

ために労{勢力うようにJ3変動を示したが，こう

プーノレとなっていたのは，は

の遊詩労{勤者であった074〉 す

るとか， ¥.，、 り陣とかよそ

，一定量の停滞的過昔話人口

る。

過剰人口の諮形態の中には，港在的なそれというよっは半焼奴?倒的なもの

もあった。 1890年代に入って，大量の議議労働力の需繋地である

されることにより，出稼労畿への寵要が減じたこと75) なども

されているが，一方には次のような事態ものこっているからである。すな

わち，ウラノレでは，援投f闘を来IJ)脅した鉱山業の発幾テンポの低ざおよひ、そ

れに力11わるに機竣の導入による労i動力需要の減少によって，様性的失業がた

していた。こ ;おいて，

ユソカー語道によって鈎治されつつあっ るが，そこか

おける

され
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放り出された労働者たちは， 1861年改革なウラノレにもう一定適用ずるよう

したのであるO 拡山窓の土地な労裁者に分与することに隠する部分的立法

t土， 関して 3 Jl12日法， 1901年6Jl20防法と，

関しでは1893年5完投防法とつづいている。さらに， 1912月ウラノレ鉱業

，労{勤務が現に斡用している土地を1861年の価格で労畿者に与

えることに意見が一致L，また， 1916愛子益見，

1862年12Jl3日法を適用する法案をきめている978〉 労樹者をユンカー

によって陶冶するに余分になったものたちは，やq と農民土地静2持者にもど

されつつあった。

もっとも，以上のような状態は部分的であり，すで

していfたこのiは土ふ，分与地せ含ピ農村にもちつつ，出稼ぎによって滋

弱震簡をYオミめ

夜的j塁王将人口

ちであったから，労働市場の拡大ととも

し労働市場の鯖少とともに農村へ遼認した

ろう。この流れは，労働市場の締少があまり ときには，やはり

政府の政策のやにあらわれた。ヲャシチェ γコによると1900-1902年は恐環

による失業のはげしかった時期であった。企業閉鎖のため， 1901年には

34，800人〈鉱梁なのぞく〉が， 1902年には33，300人が解翠iされた。恐i提はと

ころによって破賂的規模となり，政;船主余様なく，解雇さ

した。 1901年の夏，ぷカテリノスラブだけ

からでも，この手続により 10，000人の労働者が滋遣さ

うたがし、もなく多政府の方策の脊索にそのような労{勢市場の構造が対応して

したことを示すとともに，大毅解雇が多数量すると大王立の停滞的過剰人口

さ完全，社会不安のたねとなったであろうことを玉沢している。

るっても，階級的力関係のことなった持拐には，ちがった現象があらわれて

L 、る0

1906年春先，モスクワには 1905年目月の蜂恕によるもの 2，000人を合;み

15， イニ<>5月， よそスクワ らしし、以ヅグ・

アウトと より より 20，000人?こなった<>6，000 スグワをi阜
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放されたが， 14，000人がのここっていた。

されて，モスクワ市会は6月6El ，とうとう

と，強い世論にお

ることにきめ

た。 6月26Elカリトニコブ墓地で， 7月4日ソコザニチャ地区で， 7 Jl12臼，

トレブゴーノレヌイ砕石場で 7月間以ヤウザ河流銃製工事が， 7 Jl28滋ホド

インスキ{涼で， 7月29段々fレプホブ ，社事がはじまったo1 J3 

者数は畿大丸110 ヲ?

に命" ，予算額認としても他の読用

で一時的なものにすぎず， 8Jl11尽に早くもじいよとされてしまったが 78) ベ

テルブルグやそスグワで起ったこのような新しい事態は特筆さるべきもので

ある。

労{数千百場の拡大と まりとは，さきに1890年代の南部農業労働者の

労働市場の視にみたように，…懇では労働力の自由な流動性な1設す。1900/01

年のツインデワ工場の併にみると，…斉藤民入れ難から一斉清算期設で〈一年

企業に継続強j務したものは，月給で支払われる熟練工で 62.3克にすま

日給を支払われる男子で43.2%，日絵を支払われる女子で38.9%であっ

た。ツインデヲ工場では有能な労識者を逃'dぬために， 25才以上3年以上勤

続のものには短期に報償金安部すこと，および，この報i償金の半擦は食業ic

とめおいて瀦誌で， 50才になったとき，ま

したとき支払うきと L、う制撲をつくった。 79)

，労機市場の拡大と深化は，

タリプ騒が蒸みをましてくるということでもみる。

ば，分与地主ピもった労{勤務としても，

てし、ること

怒らに第13表にみるように，持シヤ

iは，労鍛衰をも回大iE:議へと集中して才?った。

どに，その綴向が顕著にみとめられる。

しては40

して生きるブPV

るなら

、経験をつみかさねてき

る集積・集中の

一方における，罷君主号にどこかへ労!動力を販売せねばなら試みプ口レタワア

…トの集積，治方における，労{動力購買者としての資本の集中は p

くりよげるに有利な条件ななしている。事実，特定企業にあ
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務12~受 ウヅジミノレ果、ンュ…ヤ君11の労働者の工場労務)1.経験年数

(1899) 
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A老 r.Pa凶 11H，YKa3. CO苛.CTp. 501. 

第13表 1913年における労働者の袋r!"

21-50 51-100 100-500 
ーし000 以上

エ 議室 0.9 1.1 9.5 10.6 77.9 100 

毛 業 6.2 8.6 2号.3 21.4 34.5 100 

綴工業 2吉.9 22.5 36.4 7.4 3.8 100 

脇工業 6.3 9.2 26昏5 15.0 43.0 100 

粉 35.5 25.9 34.0 4.6 100 

糖 設さ 38.4 35.7 25.9 100 

その{虫食品工淡 24.1 19.7 31.2 13.0 12.0 100 

化学工業 5.4 7.2 33.1 13.9 40.4 100 

A. r. PaIIl11H， Y毘註3.COq. CTp. 101. 

って， 説日の労{動力会綾売する労働者群は，絡に熟練工の多し

どにおいて，明らかにみとめられるのである。第14淡はバノレチヅキ

・機誠工場にお:令~労鶴者の勤続年数部分布である。勤続 5 年以上が

.7%を占めている。 能弟，助手などをのぞくとうニ

段と高まるであろう，とくに，総立工でみると，その比率は60.1%，機械工

.8%，工作機事実工で46.4%となる。しかも，この数字を考えると

きには，次 されなくてはならない。 わち，パルチッキーヱ



136 経済学研・究第 14巻第3号

第14表 バノレチッキー工場労働者の勤続年数

「労働者数|持 1鴻|締結審「32i計
全 労 (劫 者 4，551 13.9 51.4 .9 5.2 2.1 1.5 100 

(うち〉

鍛 治 工 751 8.9 48.7 32.6 5.1 2.7 2.0 100 

大工， 型板工 500 11.8 45.4 33.0 7.4 1.6 0.8 100 

幼 手 487 10.7 68.8 18.3 1.4 0.6 0.2 100 

中ぐり工， 型ぬき工 460 0.4 70.2 26.3 2.0 0.9 0.2 100 

組 立 工 394 0.3 39.6i 55.0 6.3 3.0 0.8 100 

工作機械工 310 19.7 33.9 27.1 8.7 3.5 7.1 100 

鋲 締 工 203 18.2 70.5 7.3 2.0 1.5 1.0 100 

徒 弟 207 52.7 47.3 100 

鍛治工， 製カン工 184 25.0 42.4 17.9 9.8 2.2 2.7 100 

亥日 印 工 141 14.2 67.4 12.1 3.5 1.4 1.4 100 

塗 装 工 139 5.8 2.2 0.7 0.7 100 

粥E 役 工 127 18.9 63.71 12.6 1.1 2.4 0.8 100 

機械工， 火 夫 114 18.4 22.8! 32.5 18.4 6.1 1.8 100 

溶 鉄 工 105 32.4 28.61 26.7 9.5 2.8 100 

指 物 工 107 6.6 57.01 28.0 4.7 2.8 100 

A. r. PalIlHH， YKa3. CO可.CTp. 503 

場の労働者総数はほぼ10年前の 1894年には2，763人にすぎず¥20年前の1884

年には 1，198人にすぎなかったということ ，80) これである。労働者の半分は，

最初から10年以上勤続になる資格をもっていないところの，工場の拡大とと

もに新らしく募集されたものたちで、あるということである。それを考慮に入

れるならば，労働者の定着度はかなり高いといってよいであろう。

このような条件のもとで，雇傭形態にも新たな問題が生ずる。企業は常傭

労働者を増やす努力とともに，常傭化した日雇労働者の利用に着手する。す

でに前節で，ウラノレの鉄道における日雇労働者の利用の問題に触れたが，鉄

道においては各地で同様のことが行なわれている。そして， 1894年，ロシヤ

にはじめての「合法ストライキ」なるものがウラジカフカス欽道で、勃発し

た。すなわち常傭化した日傭労働者たちが作業を放棄したのである。日雇契

約なるが故に，契約内容に関する違反は問題にならず，しかも明らかなスト
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ライキであったがゆえに，問題2ニiされたのであった。このような事件がおこ

るそのこと自体， 1886年法が想定した労働市場関係が大きく変質してし支っ

ていることをいみしている。

問様の問題をめぐって，次のような事実の報告があ 1913年7 8月

に，ノミグーのカスピ詰 トライキ た。そのストライキ

{)労麗;殺の:要求(l)中に， rI5日継続して労徴した臨時労繍者は至急、，

定員に算人位よjというのがあったcaめ これは，…麗で、は労鎗強化に対す

る震対で、もあろうが，他国，臨時工の常鵠化を要求する麗舟に関す

もあるとみなくてはなる i¥，、。同じパクーには，次のような事例もみられ

る。すなわち労i勤務の採F誌にあたって 3試用期開がもうけられていた。その諮

問の奈さは企業によってことなり，あるところでは l週開であり，またある

ところ勺はな週間であった。試府議務の長さは羅傭に擬する終l.1iJ条項をなし

ており，しばしば索用期間中の労働者には全然報舗が出なかった。 時折，

ちは Eちし分なく繍く労機者の労畿を試用期務中のみ科用し，その上

ることを拒否したの問 問時期，チツワス燥の工場監督官のも

とへ， 1O~20年間大議なく勤務してきた初老の労働者逮が，解雇されたこと

な不満とい労議者としての椴認を罰復してほしいと詩願している。阜の こ

も，常傭工鵠!支の凝立を他の爵より明らかにするものである。

営錆こに制震の発達は，労働力売紫における採用と解躍の二点の重姿震をた

かめる。多くの企擦において，労t勤務の採ffJ，解}援は通常下殺の験制に委任

されており，収賂が横行していた。職長の横暴に対する労鈎殺の茨筑は，開

シヤ労{勤者状態史の全議関をおおっているが，このn寺期の中で労働者のカの

つよまった1905年には，速読すべき動きがあらわれている。すなわも， 1905 

年，鉄道従業員tこち試z月のストにより， r労!勤務の麗入れおよ
労{勤者表の開室;さf要するjという

f労働者の雇入れ，もしくは解鹿;擦は，

を護得しているo 84') また，

らびに労働者側の間数の

よりなる されるべきものとするJという

え出たoS5〉以後，こう 労働者の中よりくりかえしあら
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われている。それに対L，ベテルブノレグ工場主同盟は，傘下の92会社をもっ

て1905年3月訪問，協定安結んだが，その中には I工場管理者によ

よび労働者の代表者のし、かなるこ子渉もゆるさないこ

と」とし、ぅ った。なお，この協定にはラのち67，000人の労犠脅さf擁

する 125の会社が参加した。 86)

‘資本は，単に常傭工様変の確立によって労働市場を統制uずるにとどまら

更に全面的な労鏡子育場組織化合めざし wて進んでいる。その代表的なもの

は，ペデルブノレグ工場主!奇襲が認識した「労鶴翁謹藷案内事務所jであ

この也事務所は， 1909今:に開所し， 子地域のために擾良で信用できる労働者基

幹欝民主r務次的選抜によってっくり上げ，閣議前に工場規律な確立jせんこ

とを目的としていた。すなわち，第U<こ;司援i今の企業に労畿ブjを確保するた

めに労機市場を独占するとともに，第2に，労i効殺を選抜し，

とりのぞこうとナるものであった。罷援のメ γパー企業は， F-i分のところで

をも したことのあ もたらす

らされた。加型企業は， I事務所jをとおさず労i激務をど麗備することもでき

に$し込むと I事務所」はその企業に労?識者会J派遣する

ことになっていた。この「事務所」は，さ当初， ~幾綾部門だけからはじまり，

1911年より金部門にわたるようになり， 1912…1914年にはJ毘?霊的に 137，000

していた。問機の組識が I労働者藤{職事務昂jとい

う名でそスグワにも1909年にできていたo 87) 

ベテルプル ぺ{・パンコブの指導のもと

棋を作成した。この手際は麗儲時に労{縁者に手濃され，

とみなされた。この中には，

っていた。際主に予告することなく

も入

たときの について

のとりきめもあった。これはきすでに 1880年代設でのそれと

り変更しており，主としてストライキ擦やに対する予抗策の意味をもたされ

てLちた 88) とlfiいえ， おいて，この期になっても
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残存物への依存の傾向をどつよくもっていたこと

る。ストライキが逮常的現象になるや，

てられているc ベテノレブルグには， 1912 

として興味をひかれ

る労磯市場的対策もた

の他をつうじてス

トライキゃぶりを{供給することを専門の業務とするリヴォヴィ会社があった

し，ウラジオストヅグには，続鮮人や中国人会ストライキゃぶりとして供給

する，特別の商館があった。 89) 労機市場を色ずけるものとして，農奴制的

に加えるに，アメリカ的むき出しの カがあらわれはじめてし、

dて，ここでヲこの時期の労簸市場の地域的構造会f一見しておこう。露出

表は沼ーロッパロシヤ50県について， 1897年における労機者分布をみたもの

である。労縁者数は，モスクワ;民ウラジミノレ燥などを?をなモスクワ

授にもっとも集中している。なかでもそスクワ県は全国の労!勤者の14.9%~

j殺して第…伎を占め，したがってねシヤの労鵠市場の仁トむなな L，ヤPジヤ

)!; 

第15表 18971f戸シヤ9'iト偽遂の地域別分布

労働者数っ

モスクワヱ漆地方 号12.7

新宮 γ ヤ地方 411.4 12.4 

湖 沼 地 方 387.3 11.6 18.6 

中央幾こと地方 352.2 10.6 7.6 

て7 ア ノレ 地 ガ 278.5 8.4 8.1 

ぷノレガ下流地方 205.0 6.2 7.6 

西 予誇 i議 191.4 5.8 8.1 

左録ウタライナ 154.0 4.6 8.7 (小ロ γャ〉地方

?のパノレヂヂグ治方 142.0 4.3 30.0 

ぬ戸予/ヤ地方 132.8 4.0 8.0 

リトプ アよ迩 15 131. 9 4.0 12昏9

援 ゴヒ j也 ブJ 24.9 0.7 5.8 

50 J系 総 計 3，324.1 100.0 11.1 

-潟業・絡役・
A. r. Parlll-IH， YKa3. CO可. CTp. 178， 182. 
~l，第 2~疑と第 3~隠は出所が別である。
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めるものはそスグワ

っていた。次に{立するのがペテルブルク

るといわれる状態をつく

労勤者数は全援の10.0%を

めている0 88〉 こ 多モスクワの労鶴ミ去の半数が都

農村との結合がつよかったのに対し，

め，独特の地域たなしたとされる。

よ

qこ芸うって

していたた

この時期の労機市場の問題言ど考えるさいにれられないのは，ロシヤの労

{必市場の平野間主義鈴枝絡であるο文記民議文こる大ロシヤ人?こまじって，雑多

な語民族の労働者が労働市;惑に入りこんでいた。大会殺では，ロシヤ人とと

もに，ウクライナ人，出 P シ'ヤ人，ラトグィア人，品ストニア人，グノレジア

人，ブルメニヤ人などが機いているのはごく議常の現象であった1)91) 

ロシヤはラ資本や技術の導入会とおして，部品i款に対する一定の従属;決議に

あったが，そのことはう工場内における技部や職長が応々ドイツ人その他の

西欧人であったことにもあらわれていた。そうした状態は，持シヤ塑

ける投手話要員の養成がすすむにつれて，徐々に変化しつつあった。

1905 

1912 

64‘4 

73.0 

ものである。

76.5 

A. JI. 日yKepH波丸 CHH瓦HKaTI1poぇaMεT，MOCKBa， 1959，CTp. 251. 

諸民族が共還の労撤市場で議令していた似jとして， 1897年， ;;r.;hテリノブ

ラフ践の，アレグサンド p プスキ{工場における

ならば次のごとくであった。すなわち p シヤ入67%，ウグライナ入30%，

;t;…ランド人 2.9言、ユダヤ人0.2%，その飽0.7%である。蛇 また1903年，

バターの務1マンタジ品ブ石油工場の労縁者の民挟別構成は， グノレジア人

30%，ブルメニヤ人 65タザラ P シヤ人3%，その依2%勺あった。こ

戸 iシ4γ いが，パク…の 練労
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をや灸ねシヤよりつれてきたとあるから的

スパスカヤヱ主要J酬とえ)，熟練職工をや央口シヤより

る。カラカソダ地方の

，不熟練労働合地元の

よってなされていカザク していた。そして，ロ

と賛金の低いカザグ人労働翁によって取かえられていっ

た。的 モスグワの「ボガートィリJゴム工場で江，安価な労働力を求めて

1900年よりタタール人〈カザク人〉が謀議され， 1904年には，全労働者 737

人中 125人，すなわち17%を占めるにいたった。殺らはとくに，

がサハリゾと呼んだ，危険な鉛毒のある向認部門に充沼されていた0957

こうした労働市場の帝欝主義的性絡がラ時として，糠めて学封建的な労働

市場関係と並行して存続していたことも興味採し、。 Iぶガ{トィ日」

ほ，労{勤者を専らトウラ;奈の*'ドホジェヅ~寸とトヴェロ燥のヴプシ予ユブス

々一村から募集し，しかも，採用後，グァジリエフスキー村出身穏な侵遇し

;る098〉

すこ。

数は，

されていた097〉 ドジパスでは，

る っくり出し

ヲ

Q 

1，050万人， 1917年には

に労働力きとお~40% 失ない，

とくに熟続工の不足はL、ちじるしかった。戦若年工業委員会の調べによ之らと，

1915年，ユカデ歩ノスラフ県で労綴;殺が 103，794人不足しており，オデッサ

で2，740人不足していた。寺島〉

は， I防衛Jに関係する工業に融く

より労働力企吸引した。 1916年には，

ヲ致問

;:，制度をつくり，

223.4万人

.3%は Fお衛J指定謀議に{動いており，この

いた。それでも労働力が不足したので，資

っかいはじめた。さらに，ベノレジャや中間

からさえ労働者がつれてこられた。金属工業にさえ， 70，000人のや欝人労働

のうち 163.6万人，

労働者の多くは撤兵5話予をう

、ていた。草寺〉 中央アジアからつれてこられた農民たちは，ひどい労
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は150人の7 Lノグセぷブスキーたと鱗条件におかれており，

うち80人ぷ手足にひきた労働者が鵠いていたが，中央アジアよりつれ

していたが労働念強制されていたc議亡者註強制的につれもどどL

る労j勢力構成は，第されていた。おめ 1917年はじめのドエノパス

とで70%を占めるといったものであっt. るように，

とた。また，部の資料によると?

61%を占めていとで労{動力構成の65.3%~ど占め，

ウラノレでも罰じであったとされる。 101)このた。 家主ニ，

ドンパス炭砿茶さにおける労働力構成 (1917俸はじめ〉第17表

t.. 
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j記

そ の

AAHξCT♀P日HKO，OqepKl!限TOp羽HnpoM凶瓦号H筏OCTH
H I10JlOA色HH琵 npOJleTapnaTaYKp註HHbIB KOHIJ;♀ XIX 

お HaqaJIeXXB. MOCKB3， 1954， CTp. 275. 

p 
r 
ιーーとと全般的労i勢力不足のもとに:}.)ける，

議兵猶予の制度を

このされた規則であるが，さめたのは， 1914年9丹

よりなる規則は，撤兵猿予さとうけられ

員会に委在する しにあるうけた労機者は，Jこ，

られることなどをとりきめていた0122〉とより抱の金業へ転職する

ために強兵猶予をう1915年7月13日付の内務大自由状には，

したり欠勤ストライキのこされたよ主役義務労働者は，

とあっ

らわれた。-tAl，によると，撒;

拘けられる，ただちに交戦士t!1へ禄濯するための

らしし1916年6Yl1日，

りすると，

た。 103)
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r ノ 、る労働者たちは，猶予:lVJ間に…間だけ転職できるとあっ

丈こ。絞め ちは，労働市場を自由に移動ゥずる権利を回復する

かっている。ベデルブルグの倒でみると， の工場へ転職

て， 1916年2}J29臼， rニじドツノレドJ工場の労働者が， 1916 

6 }J 2413 ，バノレナy キー工場の労{ll語表がストライキケ行なっている。 105)

1915年四月白日， トウラ銅韻線工場で怒ったストライキに対する致j脊の対殺

は次のごとくであった。労{勤者はすべて援金の溶3奪三とされ多解悪された。そ

のう おく 1 丹なか~，í)さ

ストライ々に入ると，工場は口ック・ 7ウトされ，知事は陸軍翁

やの徴兵滋子者をよび出し，工場へ強制的につれもどした。つづいて

2Fl3・4・513 ，プチ戸フ工場にはじまったストライキの経過は次のごと

くで、あった。工場管理部は玄ず，ペト口グラ…ド軍管区長官および北部戦線

ブロ戸ブ将軍の許可のもとに， rストライキ参加者中
iされ，兵士の資格で工場でのtl"訟の仕事につけられるであろ

う，Jと脅迫した。 2月513 ，ベテ拝グラ…ド家管区長官の命によりラ

され，ストライキ参加者たちは解殺され，援兵議予者たちは索隊におく

2月9日，かっ ゆた兵二bを利用して工場は:再開さ

2 Fl 22 13 ，それに抗議する労働者のストライキが再度おこると，

された。 薮兵器予者は繁務につけられ， 2，000人以上が懲治大隊へおく

工場は兵士の 10めここで現われはじめ ，や

となった。 1916年の芸さになると，工業の状態が深刻となり，政府

は，まだ満類になっていない兵士間労{勤務を戦線から工場へよびもどしはじ

めた。被ら出，軍服を着用し，軍事的規律のもとにおかれ多ストライ"I"

加したときは軍事野戦裁判にかけられた。 107)

以上のように，労働市場の主広務:化は事実上相当程度にt臨んでし、 vった。しか

し，一方からいえば，労機市場の全面的な軍事化に関する法制jは，各方直よ

りの姿求にもかかわ 、に阪のめをみなかった。

ベト Eコグ、ラー ，軍需品、なっく
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てを徴兵猶予者のるつかし寸こし，不思誕のものを寧事裁鴇にかけられるよう

にしようと考え，海軍大肢もそれに賛成したが，内務大窪マグラコブは，労

働者の寵援をおそれで，その案をしりぞけた。戦雲寺工業委員会でも問機のこ

とが締結となったが，グチコブら中械部は熊単~<こうごかなかった。器会もま

た，全間的主存率化祭には反対していたo 鈎このことは，ー絞に労働者の際

争の高まりによって説明されうるが，その際，当時の労機者が，こうした労

働市場の寧泰北を，第4~窓会のボ F シェヴィキ…議員の発言にもみられるよ

うに r差是奴制の普及J109) とうけとったこと
で、も，農奴昔話の問題と関家独占 している。

むすぴ

以上の欝察から，大i務次のようにいえるであろう。

ロシヤにおける労鶴市場は，主として爵有地農民より成る

出稼ぎにその繍ピ有した。この労働市場は，そこに労働力

、夕、v 、，

-00 '-一

としてあらわれる農民が，義氏そのものとしては土地に緊縛された領主や欝

淳に隷嵩ずる農民であったが，出稼ぎ労{勤務としては「自由議総Jで島り，

の範酉内では一定の人格的独立さと保つというものであった。この労働市湯

は，…方では震務奴隷化の方向による農奴制そのものへの額斜をう

つつも，他方では，出稼労{勤者の挺筑および農奴に対す

われまいとする領主， より， として る髄限づき

の保j撃をえていた。この関係な日程式イじしたのが1835年法であった。

1861年の改3軒丸農奴制の嬰件勺あった経済外的強舗を一挙に先企に…揚

ることはなかったが， -Jt;隷議E誌に人格的岳自をどあたえた。かくて

より統一的関民的労働市場が成立したが，その内容は，政本前における「期

出雇鰭J労働によってっくり出されていた議事的労働市場の金持シヤ的，

国民経済的議摸への拡大という7揺をとった。出稼幾民は，共i潟{司王，旅券制度

その他によっ と結びつけられていたからである。この労勘市場は完全

したものではなく多一方では， の謹役制の形態により と
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つながり，他方では妻都市，工場近辺に長期i潟住みつし

のっくり出す，ー謡選んだ形態をも包含していた。

狩シヤにおける資本主義の発展は，労鶴市場におけるこれらの強界をう色

ゃぶりつつ潜んでいった。 1886年工場法は，労磁市場の新らしし

もので、あった。労i動力売買におけあ速報二寅訟や，労働契約な長期化ずる

ことにより，事実上.農奴化していく方向は基本lおに接されつつあった。し

かし他方では多間じ 1886年に農業労務契約法が出され，地主経営にιγカ

145 

(長期出稼

的発展の道三ど援助するための皮動もみられた0

19世紀末より20世紀にかけて p シヤ!，.こ

る。労働力 とする，強制をともなわぬ常橋工銭援をも

みている。 ，労働市場にも

に大戦とともに，労働市場の率率化といった新らしし

技術jの記憶はいまだに消え去ってはし、なかった。

も

ら

山

幾

太」

ム
μ

し

た
し

，言ぢ稿 f資本主義ロシヤにおける労働時鈎Jとともに，鱈和39年

文部省度科学研究躍によるものである。〕
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